












要旨:小児成人病対策のスクリーニングのための具体的方法の検討を行うため、我々が行

っている成人病予防学童検診の過去 5年間の結果をまとめた。それによると、持続的高血

圧児は 0.8%であり、血圧基準値、平均値は年度で変動を認めた。肥満の頻度は全対象の 5%、

高コレステロール血症はリスク群の 8～13%であった。また、動脈硬化家族歴を有する各

年令群のなかには血圧、体重、身長、肥脂厚などが有意に高値である群を認めた。


